
 
．名詞・冠詞【ポイント解説】

 

 冠詞（ ）の使い分け

    相手にとって何を指すのかはっきりしないときは （発音が母音で始まる語句の前は ） 

   相手にとって何を指すのかはっきりしているときは  
 
   (例)  … 聞き手(読み手)が知らないある女の子(1 人) 

      … 聞き手(読み手)が知っている女の子(1 人) 

 … 聞き手(読み手)が知っている女の子たち(複数) 

 … 世間一般の女の子(複数) 
 

 冠詞を使わない場合

・ などの「限定詞」と呼ばれる単語と一緒に使わない

 ・固有名詞の前

 ・建物や場所が機能を表す場合 ，

・ 乗り物 など
 

 数えられる名詞 可算名詞 の複数形のつくりかた

ほとんどの場合

→「 」をつける

○ （ズ）と発音する

→ （少女）， → （絵、写真）

○ （ス）と発音する

→ （本）， f→ （屋根），

次の形のものは、 の子音 ではなく普通に変化する

→ （少年）， → （おもちゃ）

語尾が で終わるもの

→「 」をつける

○ （イズ）と発音する

→ （バス）， → （箱），

→ （皿）， → （腕時計），

→ （トマト）

語尾が子音 となっているもの

→「 」を に変えて をつける

○ （イズ）と発音する

→ （都市）， → （物語、話）

→ （国）， → （家族）

→ （赤ちゃん）

複数形が特別な形になるもの
→ （男、人）， → （女），

→ （子ども） → （ナイフ）

単数形と複数形が同じ形になるもの → （羊）， → （魚）
 

 数えられない名詞 不可算名詞 の数量の表し方

・およそ決まった形がないため、単位や容器などを使って表します。

   冷たい飲み物 → ～

   温かい飲み物 → ～

   紙 →  



 
．名詞・冠詞【ポイント解説】

 

１   内に、 、 、 のうち適するものを、不要なら

なし と書きなさい。

  

  

  

    

  

  

  

  

    

    

２ 次の文の下線部に，（ ）内の語を適する形になおして書き

なさい。なおす必要がないものはそのまま書きなさい。

    （ ）

    （ ）

    （ ）

    （ ）

    （ ）

    （ ）

    （ ）

    （ ）

３ 次の日本文に合う英文になるように，下線部に適する語を

書きなさい。

 その部屋には何人の子どもたちがいますか。

         

 健は先週， つの都市を訪れました。

         

１

２

３



 
．名詞・冠詞【ポイント解説】

 私はオレンジを 個持っています。

         

 湖には水がたくさんあります。

         

 月は 年の 番目の月です。

        

 太陽は東から昇ります。

        

 コーヒーを 杯いかがですか。

           

 私は 枚の紙が必要です。

           

４ 次の日本文に合う英文になるように，  内の語を並べ

かえて数字で答えなさい。

 今日は授業が 時間あります。

  

 私たちは 枚の紙を持っています。

  

 月は 年の 番目の月です。

  

１ なし    

なし なし  なし なし 

２     

  

３    

    

４   

３

４


